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19 年度環境

14 

向及び流速の

調査

年度 

地点： 7 地点

o.1、5、6、10

：3 層 

年度 

地点： 4 地点

 

5、N7 ：海底上

海底上 0.5ｍ及

年度 

地点： 1 地点

：2 層（海面

年度 

地点： 5 地点

4、N9、N10 、

：2 層（海面

地点：4 地点

層 

m 間隔（15 層）

道：上層（約 1.

約 12.4m） 

上層（約 1m）、

約 23.2m） 

地点：3 地点

：2 層（上層

実施方法（流

検討業務報告

検討業務報告

境データベー

境監視結果 速

の調査内容

地点 

0、15、53、5

（N4､N5､N6､N7

上 0.5ｍの 1 

び海面下 5ｍ

（N8） 

面下 2m、海底上

N11、N12）

面下 1m、海底上

） 

4m）、中層（約

、中層（約 1

、底層） 

流向及び流速

告書」（国土交通

書」（国土交通

ス） 

速報（概要版）

4） 
4

30

） 

層 

の 2 層 

7～

90

上 0.5m）

4

30

上 0.5m）

7～

40

約 8.2m）、

1.8m）、

常

平

4

30

速） 

通省中部地方

通省中部地方整

）」（中部国際

調査時

季（5、8、11

0 日間連続 

～9 月 

0 日間連続（

季 （5、8、1

0 日間連続（7

～9 月 

0 日間連続（9

常時観測 

平成 17 年度～

季 

0 日間連続 

方整備局 平成

整備局 平成

際空港(株)・愛

時期等 

、1 又は 2 月）

2,160 時間）

11、2 月） 

720 時間） 

960 時間） 

19 年度 

成 27 年） 

成 28 年） 

愛知県 平成

）


